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はじめに 

 

 「予測が困難な時代」と学習指導要領で表現された世の中が，このコロナ禍を経て現実

となりました。教育の ICT化が一気に進み，児童は一人 1台端末を片手に授業や家庭学

習で学びを進めています。まさに「令和の日本型学校教育」が全国の学校で推進されてい

ます。 

 そのような中，本校は令和４年度から，長崎県「学びの活性化」プロジェクト実践モデ

ル校事業の研究指定及び佐世保市教育委員会より「授業改善」の研究指定を受け，研究に

取り組んでまいりました。児童が抱える困難が多様化・複雑化する中で，どうすれば児童

の学びを保障できるのか，児童の学力を伸ばし「持続可能な社会の創り手」として育てる

ことができるのか，研究の方法を模索してまいりました。そこで学校での学びと家庭での

学びを結び付けることで，一人一人が主体的に学びに向かい，将来に向けて自身の学びを

積み上げていく「自ら学び続ける児童」を育てることを目標に研究を進め，本校ならでは

の「学びの習慣化メソッド」を構築することとしました。研究はまだ道半ばですが，ここ

に研究の一端を公開させていただき，多くの忌憚のないご意見をいただくことで，本校の

研究を更に深めてまいりたいと存じます。 

 「宿題」ではなく自らの目標を設定し，学習内容を選択したり，自分で考えて決めたり

して取り組む「家庭学習」。ICTを用いた授業のふり返りや連絡，課題提出，AIドリル等

による個別最適な学びの保障…。家庭での個別の学び（予習）を生かした授業改善。本校

では学校と家庭がシームレスにつながって，教育効果を高め，これからの未来を担う児童

の真の学ぶ力を鍛えていきます。与えられる学びではなく自分の目標に向けて自分で学

びを創ることができる力。それこそが真の学力になり，児童の未来につながると信じてい

ます。 

 最後になりましたが，本校研究をご指導いただきました長崎県教育委員会，佐世保市教

育委員会，共に児童たちのために知恵を出し支えていただきました育友会の皆様，児童に

寄り添い励ましていただきました家庭・地域の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

令和５年１１月１７日 

佐世保市立江上小学校   

校長 堤 祐子   



 

 

 

 

 

主題に対する考え方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

学校内外の学びをつなぐ「学びの習慣化メソッド」を構築し，次の 2 点について研究

実践を行えば，児童の学びが自走し，自ら学び続ける児童を育成することができるであろ

う。 
 
 

  仮説１  「児童に自ら選択させ，個別最適な学びを行う」 

          ⇒ 学習意欲の向上 

 

  仮説２  「授業と家庭学習をシームレスにつなぐ」 

          ⇒ 自ら学ぶサイクルの習得 

 

 

 

自ら学び続ける児童の育成 

～ 学校内外の学びをつなぎ『学びの自走』へ ～ 

 学習意欲の向上 ＋ 学び方の習得  ⇒  自ら学び続ける『学びの自走』 

 ・学ぶことへの感覚（意識，無意識を含めた）をポジティブなものにする。 

 ・「画一的にやらされる（受動的）」→「自ら選択・決定（能動的）」≒「やりたい」  

 

そのための具体的手立て「学びの習慣化メソッド」を作成することとした。 

 

  

 

 

  

 

社会的ニーズ（課題）⇒学習指導要領のねらい⇒将来に向けて教育が目指すもの 

生涯にわたり学び続ける力 

本校の課題⇒主体性を高めたい。多様な児童の個別最適な学びを保障したい。 

児童一人一人の将来につながる学力を高めたい。 



≪イメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校教育目標  

「輝く学校」明るく たくましく 正しさを求める子 

 研究主題  

自ら学び続ける児童の育成 

～ 学校内外の学びをつなぎ『学びの自走』へ ～ 

個別最適な学び 

協働的な学び 

予習・ふり返り 

ICT 活用 

AI ドリル 

ガイド学習 

楽しむ読書（楽読） 

 目指す児童像  

主体的に学びに向かう児童 
 

未来に広がる夢，自己実現 





授業と家庭をつなぐ「江上小 学びの習慣化メソッド」構築を研究の柱とする。 

「学びの習慣化メソッド」は 児童＆保護者＆教師にとって 

・具体的な手段であること  ⇒ わかりやすい 必要がある 

・継続可能な取組であること ⇒ 行いやすい 必要がある 

・役立つものであること   ⇒ 効果を実感しやすい 必要がある 

 

   

 

 

   

 

 

 

（１） 授業改善へのアプローチ 

〇 授業においては「できるようになる楽しさを」 

・長崎県授業改善メソッド ＋ 江上らしさ《インクルーシブ，個別最適化》 

 

 

 

 

 

（２） 家庭学習へのアプローチ 

〇 家庭学習において「自分で学ぶ楽しさを」   課題 → 選択 → 自由  

・「宿題」学校から出されるもの →「家庭学習」自分で選択／自主的に取り組むものへ 

 

 

 

 

 

 

（３） その他のアプローチ  

 

 

 

 

手立て1. 共通過程と掲示 … 全学級の教室黒板横に統一した学習過程を掲示 

手立て2. 予習 ……………… 予習を基本としながらも３段階の選択制 

手立て3. ガイド学習 ……… 児童が，進行役となり授業を進める 

手立て4. ふり返り ………… 成果を自己評価し，家庭学習（自主学習）へつなぐ  

手立て5. ICT活用 ………… 協働や支援に Jamboard / ふり返りに Forms など 

手立て1. 家庭学習の考え … 「家庭学習のすすめ」を発行，学習意識の共有 

手立て2. チェックカード … 家庭での児童の頑張りを保護者が見る機会にする 

手立て3. 予習 ……………… 事前に次時の教科書に目を通しておく（3段階設定） 

手立て4. ICT活用 ………… eライブラリ，AIドリル（すらら），デジタル教科書 

手立て5. 読書の推進 ……… 校内読書タイム，読み語り，家庭読書 

 

simple 

手立て1. 保護者・児童の意識の向上 … 各種アンケートの実施，分析結果の共有 

手立て2. 学習規律の確立 ……………… 立腰タイム，ビジョントレーニング 

手立て3. 児童の自立を促す取組 ……… 児童会主催の家庭学習コンテスト  





 

                 家庭学習で選択学習と自主学習に取り組む。 

             家庭学習で自分に必要な学習を選択して取り組む。 

                 共通の課題にきちんと取り組む基盤をつくる。 
 
 

場面 
手立て 

(メソッド番号) 
効果 

内容 

低学年 中学年 高学年 

授

業 

 

学習過程掲示 見通し（授業の流れ） 

安心感 

主体性 

「授業（児童の活動）の流

れ」を教室に掲示する。 

  

ガイド 

① 

主体性 

支持的風土 

児童が教師と共にめあて

をたて，自分たちで確かめ

合う。 

児童が自分でめあてをた

て，学び合う。 

（教師はサポーター） 

・授業の進行をする。 

児童が自分たちの言葉で授

業を進行し，自分たちで学

びを深める。 

（教師はサポーター） 

ふり返り 

② 

メタ認知 

主体性 

児童の発言等で本時の学

びを確認し，具体的な家庭

学習へとつなぐ。 

ﾉｰﾄ or Forms で本時の学び

を確認し具体的な家庭学習

へとつなぐ。 

Forms で本時の学びを確認

し，具体的な家庭学習の内

容をﾁｪｯｸｶｰﾄﾞに書き込む。 

家

庭

学

習 

予習 

③ 

見通し（本時の内容） 

主体性 

理解・定着 

達成感 

授業で学習した内容に応

じた課題に取り組む。 

（復習をしっかりするこ

とで，次時の入りをｽﾑｰｽﾞ

にし，中学年以降の「予習」

につなげる） 

教科書（次回学習ﾍﾟｰｼ）ﾞを

読む。（Lv.1） 

※レベル表参照 

・声に出して教科書を読む。 

教科書（次回学習ﾍﾟｰｼ）を読

み，めあてをたてる。（Lv.3） 

※レベル表参照 

・めあてをノートに書く。 

ICT 活用 

④ 

興味関心 

視聴覚 

個別最適 

メタ認知 

【導  入】デジタル教科書 

【自力解決】Jamboard 

【ふり返り】Forms 

【家庭学習】e ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

【連  絡】classroom 

※PC…発達段階に応じ，

教師が指定した日に持ち

帰る。 

【導  入】デジタル教科書 

【思  考】Jamboard(共有) 

【ふり返り】Forms 

【家庭学習】e ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

すらら(AI ﾄﾞﾘﾙ) 

【連  絡】classroom 

※PC…毎日持ち帰る。 

【導  入】デジタル教科書 

【思  考】Jamboard(共有) 

【ふり返り】Forms 

【家庭学習】e ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

すらら(AI ﾄﾞﾘﾙ) 

自主学習 

・自学ノート 

・ｽﾗｲﾄﾞ など 

【連 絡】classroom 

※PC…毎日持ち帰る。 

 

ﾁｪｯｸｶｰﾄﾞ 

⑤ 

保護者の関与 

承認欲求補完 

学び方 

（個別最適） 

家庭学習の最後に，保護者

のｻｲﾝ(印)をもらう。 

【内容】課題 

 

 

【内容】課題＋選択 

 

 

【内容】選択(課題も選択の一つ) 

＋自主学習 

読書（楽読） 本好きにする 

(語彙力・ 

読解力・ 

知の習得) 

家庭学習の最後には読書

を楽しむ。 

・親子読書のすすめ 

家庭学習の最後に 3 分間は

読書を楽しむ。その後の時

間や回数の制限なし。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

具体的な手立ての系統表 



 

 

 
 

≪イメージ≫ 

 

授業と家庭学習をシームレスにつなぐ学びの流れ 

家庭学習とは 

予習とは 

予 習 

めあて 

見通し 

自力解決 

協働的な解決 

まとめ・確かめ 

ふり返り 共通課題 

家庭学習 
チェックカード 

選択課題 

自由課題 

発展学習 

楽読 

教師から一方的に与える「宿題」ではなく，児童が主体的に学びを行うこと。個の学習状況

や特性に応じて，必要な学び（補充）や，より興味のあることを幅広く，または深く学ぶ。 

  学年をまたいだ内容の学習や，様々な技能，経験も学びであり，保護者のもとで自由に学び

を楽しませたい。個別最適な学びを実践するものである。 

教科書（次時）を見て大まかな授業の内容の見通しをもつこと。「わかる」「できる」までは

求めない。なお低学年においての本時の復習や，単元の導入時に行うレディネスの確認等も，

次の授業へ向けての準備という意味で「予習」と捉える。予習をすることで次時の授業内容が

予測ができ，（低位の児童や特性を持った児童も）安心して学習に向き合える。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低学年】 第 1 学年 単元名「ひき算（２）」（第４／１１時） 
 

 

 
ねらい ・学習の流れ（授業の過程）を身に付ける。本時では特に「めあて」をもつことがで

きるよう，課題（学びの必要性）を見いだす。 

・児童が互いの言葉を大切にし合うことで，学級の支持的風土の醸成につなげる。 
 
手立て ・教師が共に学ぶ姿の手本となり，児童の言葉を大切にしながら授業を進める。 

 

 

 

効 果 ・学習の流れが定着し，教師と一緒に言葉を大切にしながら「めあて」を立てるこ

とができ，主体的に学ぶ意欲が高まった。 

 

 目 的  主体的に学ぶ姿勢と多様性を受容する支持的風土を醸成する。     
 
 方 法  学習の進行役を児童（ガイド）が務める。           
 
 内 容  
 

 ① 「ガイド学習」は複式学級で児童が自分たちで授業を進める授業形態であるが，形より 

「児童が主体者」で「教師は支援者」であるという本質を大切にする。児童が授業を進め，

教師が俯瞰的に授業を見ることができるようになれば，個に応じた支援がしやすくなる。 

※ ○江メソッド「授業展開掲示」は，児童が授業を進める道標になる。 
 

 ② 児童同士で授業を進めると，相手の気持ちを汲んだり支え合ったりする意識が自然と芽生

え支持的風土を育まれる。児童の言葉を大切にして授業を展開し，教師は，学びの必要性

を感じさせ（動機づけを促し）たり，児童の思考を深めるためにゆさぶりをかけたり，共

感して安心感を与え足りする言葉かけで学習効果を高める。 

※ ただし教えるべきことや，教えるべきときは躊躇せず教える。 
 

③ 「自分から学ぶ力」を育むために，児童同士が「教え合う」こと以上に，「自分から尋ねる

（分からない方が聞く）力」を大切にする。自分から尋ねることができるようになるため

に【してよい】（聞いてよい，調べてよい，動いてよい，話してよい）という受容的な雰囲

気の中で主体的に動く力をつけていいく。 
 江 メソッド ①  ガイド 

教師が児童の疑問や学びの必要感を

引き出しながら，どのようなことが学習

の「めあて」になるのか，児童と一緒に

「めあて」を設定している。 

 



 

 

【中学年】 第 4 学年 単元名「割合～何倍になるかを考えて～」（第３／４時） 
 

 

 
ねらい ・主体的に学習に取り組む態度の育成   

・学級の支持的風土の醸成 
 
手立て ・事前にガイドの話型や手順を決めておくことで，ガイド児童が自信をもって進行で

きるようにし，教師は流れが途切れないようにサポートする。 
 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドによる問題文の確認         ガイドによる発問や進行 
 

効 果 ・学習のスタートに全員が集中することができ，主体的な学びにつながった。 

・ガイドに協力しながら自分たちで学習を進めようとする雰囲気ができた。 

 
 

【高学年】 第 6 学年 単元名「資料の調べ方」（第５／８時） 
 

 

 
ねらい ・主体的に学習に取り組む態度の育成 

・学級の支持的風土の醸成 
 
手立て ・児童が自分たちの言葉で授業を進行し，自分たちで学びを深めることができるよう

に教師はサポートを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドによる進行      ガイドによる板書      ガイドと共に学ぶ 
 

効 果 ・学力差によらず学級すべての児童が主体的に学習課題に向き合うことができた。 

・ガイド児童に協力しようとする態度が支持的風土の醸成につながった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低学年】 第 2 学年 単元名「かけ算（２）」（第１２／１３時） 
 

 

 
ねらい 

・よくできたところや努力が必要なところについて自己評価することで，具体的な家
庭学習へとつなぐ。 

 
手立て ・自己評価の視点を児童と共有し，まずは挙手により確認し，段階的に Forms への

記入に移行していく。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
低学年の最初は挙手によるふり返り 

 
 

効 果 ・「できた・わかった」という自己肯定感が高まった。また，学習内容の確実な定着

を図るための家庭学習の課題へつなげることができた。 

 

 目 的  メタ認知力を高め，自主的に学ぶ意識を育てる。         
 
 方 法  各授業の終末に本時の学びが身に付いたかを確認する。      
 
 内 容   
 

①  毎時間の授業で「何を学んだか」（できるようになったか）を各自確認することで，メタ認知力

（自らのどこができて，どこができていないか認知する力）を高めつつ，家庭で学習する動機づけや意欲

を高める(３～５段階評価)。また，終末にふり返りを設定することで「自分でできるよう

になるまでがんばろう」という授業への主体的参加につながる。 

・弱点を克服するために練習をする。 

・できるようになったことを楽しみ，積極的にいろいろな問題に取り組む。 
 

 ② 学んだことを，社会生活にリンクさせることで，学ぶ目的意識をもたせ，意欲を高める。 

  ・どんなことに生かせるだろうか？ どこで利用されているだろうか？ 

  ・学んだことを使ってしてみたいこと，調べてみたいことなど，発展的に考えを広げる。 
 

③ 学年が上がるにつれて，既習内容（含下学年）とのつながりを考えさせ，自らに合った家

庭学習の内容選択につなげる。 

 

 
【ふり返り】 

メタ認知 

【家庭学習】 
・復習・予習・自主学習 

（学びを補う／深める／広げる） 

 江 メソッド ②  ふり返り 

Formsによるふり返り。簡単な内容で
負担なく行うことができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高学年】 第 6 学年 単元名「資料の調べ方」（第５／８時） 
 

 

 
ねらい ・本時の学習で何がわかったのか，何がわからないのか児童自身で把握させ，分から

ないことに取り組む家庭学習へとつなぐ。 

・学級での理解度を把握し，次回の授業で活用する。 
 
手立て ・Forms を活用し，本時の学びは前学年のどの学びを生かしているのかを把握させ

る。 
 

 

 

効 果 ・振り返りによって既習の方法と比べてヒストグラムのよさを確認し，次時の意欲

へつなげることができた。 

・Forms の集計機能により教師が児童の理解度を把握し，次時の指導に生かせた。 

 

 

 

【中学年】 第４学年 単元名「割合～何倍になるかを考えて～」（第３／４時） 
 

 

 
ねらい ・本時の学びを児童自身がつかむことができる。 

・自分の理解を定着させるための個別最適な学びへつなぐ。 

・次時への意欲を高める。 
 
手立て ・Forms を活用し，ふり返りの視点を一人一人に意識させる。 

・自分の理解に合わせた課題を家庭学習チェックカードに書かせる。 

・本時の学びを家庭学習で取り組むよう個に応じて声をかけ支援する。 
 

 

 

効 果 ・本時の学びをつかみ，さらに家庭学習で取り組んだことで次時への意欲が高ま

り，主体的な学びへとつながった。 

 

●今日の授業はどこまでできましたか？ ※ラジオボタン 

○レベル１【聞いてなかった】（その場にいたけど） 

○レベル２【わからなかった】（聞いていたけど） 

○レベル３【わかった】   （まちがったけど） 

○レベル４【できた】    （自力で解くことが） 

○レベル５【説明できた】  （発表したり教えたり） 
 

●今日の授業で自分が学んだこと（できるようになったこと）は何ですか？ 
「※記述回答」 

 

●今日の学びには、今までに学習したどんな力が必要だと思いますか？  

※チェックボックス 

□３年「整数のかけ算・わり算」  

□３年「たし・ひきの筆算」 

    ⋮ （3～6 年生の既習単元） 

□６年「分数÷分数」 

□その他 
 

●今日の学びは、どんな時（場面）に使えそうですか？  
（または、もっと調べたいこと｟疑問点｠があれば教えてください） 
「※記述回答」 



 目 的  見通しをもたせ，主体的かつ安心して学習へ向かわせる。      
 
 方 法  家庭学習において，次時の学習内容について知る。        
 
 内 容   
 

 ① 授業の初めの１分間学習する教科書のページを読ませ，家庭での予習につなぐ。学びへの 

見通しと安心感を与え，「予習のよさ」と「手軽さ」を実感させる。 
 

 ② 必ず有用性を実感させてから「予習」を開始する。それによって予習をするか，しないか

では，した方がよいという「選択」を児童自身ができるようにする。 
 

③【家庭学習のすすめ】（保護者配付プリント）にて周知を図り，その後の継続や深化を，保護者に

共に促していく。 
 

（※一部抜粋） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低学年】 第 2 学年 単元名「かけ算（２）」（第 12／13 時） 
 

 

 
ねらい ・前時の学習の確認をすることで，スムーズに本時の学習へつなぐ。 

 
手立て ・復習プリントを中心に，教師が（共通の）課題を出す。 

 

 

 

効 果 ・授業のスタートの集中力が増し，スムーズに課題をつかむことができた。 

・前時の学習のふり返りから同じ数のまとまりに目を付け，かけ算を使って求める

ことができることに気づき，児童全員が自力解決できた。 

 

江 メソッド ③  予 習 

共通の課題で習得し

た前時の学びの確認

から，本時のめあて

を導き出した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学年】 第 4 学年 単元名「割合～何倍になるかを考えて～」（第３／４時） 

 

 

 
ねらい ・課題意識をもって学習活動に臨むことができるようにする。 

 
手立て ・事前に教科書に目を通させ，学習の見通しをもたせる。 

 

 

 

効 果 ・数量やキーワードにスムーズに気づいたことで発表意欲が高まり，主体的な課題

解決につながった。 

 
 

【高学年】 第５学年 単元名「体積」（第４／９時） 
 

 

 
ねらい ・個々に合った本時の「ねらい」を設定し，主体的に学びに向かう。 

 
手立て ・予習で教科書を読み疑問や解決の見通しをもたせ，本時のめあてを考えさせる。 

(予め Forms に入力させておく) 
 

 

 

効 果 ・児童が本時の学習に主体的に参加でき，他者との協働的な学習をより教育効果の

高いものにすることができた。 

・ほとんどの児童が予習の level３（めあてを立てる）に到達し，学習内容の理解

を高めることができた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低学年】 第 2 学年 単元名「かけ算（２）」（第１２／１３時） 
 

 

 
ねらい ・本時の学びで一人一人に興味関心をもたせ，児童の主体的な学習につなげる。 

 
手立て ・デジタル教科書を活用した授業を展開する。 

・Jamboard を活用して自力解決から協働的な学びへつなげる。 

・確かめ問題を解き終えた児童から，その児童の理解度に応じた e ライブラリの練習

問題に取り組ませる。 
 

 

 

効 果 ・Jamboard を活用し，図や式を指で書き込ませたものをお互いに見せて説明し合

うことができ，他者の考えを参考にしたり，自分の考えを深めたりすることがで

きた。 

 

 目 的  学校内外において個別最適な学習に取り組むことができる。   
 
 方 法  授業では視聴覚教材や学びを共有する道具として活用する。   

  家庭では問題集や自主学習道具，連絡手段として活用する。         
 
 内 容   
 
①  中学年以上には毎日 Chromebook を持ち帰らせることを基本とする。 

・充電器は家庭で保管し，家庭で充電する。 

・家庭学習に必要のない教科書は学校に置いておき，必要な物のみ持ち帰らせる。 

・クラスルームにその日の連絡をすることで時間短縮につなげ，家庭学習の時間を確保する。 
 
 ② ICT ドリルは，個に応じた内容に取り組むことができる。自動で採点されるため「やり直

す（理解し直す）」ことに時間を割くことができ，『できるようになる』ことを目指せる。 

・「e ライブラリ」は解答が選択式かつ同じ問題が出るため，できるまで何度も繰り返し挑戦で

きる。メタ認知を高めながらどの学年のどの単元を学習するか選択できるよさがある。 

・「AI ドリル（すらら）」は解答が記述式，かつ毎回異なる問題が出るため，より深い理解の確

認が可能。個に応じた問題や同系統の他学年の解説や練習問題に取り組める。 

・得意な児童はより難易度の高い問題や先の学年に，苦手な児童はより難易度の低い問題や前

の学年に戻って学び直すことができる。 
 
③ 授業では，学習者用端末やデジタル教科書（視聴覚教材）の利活用によって，児童の興味関心

を高めたり，理解を促したりすることができる。また協働的な学びの場面では，「共有」

機能を用いることで，多様な考え方に触れたり，他者の考えを参考にしたりしながら学び

を深めることができる。 
 江 メソッド ④  ICT 活用 

タッチパネル
で１０のまと
まりを囲んで
いる。 
(Jamboard)  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学年】 第 4 学年 単元名「割合～何倍になるかを考えて～」（第３／４時） 
 

 

 
ねらい ・問題を視覚的に捉えて問題への理解を深め，主体的に本時の学びへ向かう態度を整

える。 

・Forms を活用したふり返りを行い，一人一人が本時の学習内容や努力したことを

認識することで，家庭学習課題の選択につなぐ。 
 
手立て ・デジタル教科書を活用する。 

・教師がふり返りにより一人一人の理解度を把握し，児童の理解に寄り添った支援を

行い個別最適な学習につなぐ。 
 

 
 

効 果 ・デジタル教科書を活用することで，児童が予習と本時の学びがつながる実感をも

ち，主体的な学びへ向かうことができた。 

・Forms を活用したふり返りが，個別最適な学びへつながった。 

 
 

【高学年】 第 6 学年 単元名「資料の調べ方」（第５／８時） 
 

 

 
ねらい ・自力解決及び協働解決の場面で Jamboard を活用し，深い学びにつなげる。 

・児童の理解度や興味に合わせた個別最適な学びを保障する。 

・Forms をふり返りで活用して，本時のふり返りと共に家庭学習へとつなげること

ができる。 
 
手立て ・デジタル教科書を活用した授業を展開する。 

・個に応じた支援として，Jamboard にヒントカードを掲示する。必要に応じて閲覧

可能にし，全員が話し合いに参加できるようにする。 

・確かめ問題を解き終えた児童から，自分の理解度に応じた AI ドリルや e ライブラ

リを選択させ，取り組ませる。 
 

 

 

効 果 ・どの児童も自分の意見をもち活発に対話することができ，深い学びへとつながっ

た。 

・AI ドリルや e ライブラリの取組で，自分の苦手なところを克服することができた。 

・Forms の活用で，家庭学習で取り組む学習内容をより明確にすることができた。 

 

デジタル教科
書をつかった 
協働での解決 

Forms をつか
ってのふり返り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目 的  児童の学びへの保護者の関わり及び学びの個別最適化を図る。   
 
 方 法  ﾁｪｯｸｶｰﾄﾞ形式を用い，児童に家庭学習計画を立てさせ，家庭学  

 習後は保護者がチェックを行う。               
 
 内 容   
 

①  【学校で】発達段階に応じて，児童が自分の家庭学習を自分で決定してカードに書き込

む。（共通→選択→自由） 

 

②  【家庭で】保護者に 

家庭学習のチェックを 

お願いし、サインをし 

てもらう。保護者が負 

担に感じず続けること 

のできる「児童の頑張 

りを『みる』（知る）」 

ということで，児童の 

家庭学習へ保護者の関 

わりを図る。 

 

③ 【家庭学習のすすめ】（保護者配付プリント）にて周知を図り，保護者と共に励ましていく。 

  

【低学年】 第 2 学年 単元名「かけ算（２）」（第１２／１３時） 
 

 

 
ねらい ・児童の頑張りを認め、学習への意欲や自信につなげる。 

 
手立て ・保護者や担任から声かけやサインをもらうことで，家庭と学校の両方から賞賛され

る機会を作る。 
 

 
 

効 果 ・何をするのか，何をしたのかが明確になり，児童が主体的に取り組めた。 

・保護者や担任からサインをもらうことで，児童の頑張りを賞賛する機会が増えた。 

・保護者がカードを見ることで，児童の学びを気がけるようになった。家庭でも児

童の学びを見守る機会が増え，学びの定着が図られた。 

 

 江 メソッド ⑤  チェックカード 



 

【中学年】  
 

 

 
ねらい ・チェックカードの構成を工夫することで，読解力の向上と家庭学習の習慣化を図

る。  
 

手立て ・項目の順に従って「算数の予習」「家庭学習」を行う。 

・「自学」の中に「音読」を入れ，自主的に声に出して文字を読むことを奨励する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

     家庭学習の記録             同じ用紙の下部には一言日記 

 

効 果 ・学習の進め方がより具体的になったため，学習が苦手な児童も順番に従って学習

し，意欲的に取り組むようになった。 

・教科書だけでなく，いろいろな本の音読に取り組む児童が増えた。 

 

 

 

 

【高学年】 第 6 学年 単元名「資料の調べ方」（第３／８時） 
 

 

 
ねらい ・家庭学習で取り組む内容をチェックカードに記入し，主体的に取り組むことができ

るようにする。 

・児童の頑張りを認め、学習への意欲や自信につなげる。 
 

手立て ・授業の終末のふり返りのあと，チェックカードに家庭での学習項目を記入させ，家

庭学習で取り組む内容を自己決定させる。 

・保護者や担任からサインをもらうことで，家庭と学校の両方から賞賛される機会を

作る。 
 

 

 

効 果 ・児童一人一人が自分に合った学習計画を立て，主体的に家庭学習に取り組めた。 

・児童の頑張りを本人だけでなく保護者にも伝える機会が増え，児童の自信につな

がった。 

・「励ましのコメント」を書いたり，子供に寄り添った声かけをしたりするなど家庭

学習に積極的に関わる保護者が増えた。 

 



 

 

 

 

 

【児童の個票より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果 

 ・児童とどんな力が必要なのかを共有し，１回目，２回目と自分の変容を見比べることが

メタ認知につながった。自分のどんな力が伸びているのかを知り，自己肯定感や家庭学

習に対する意欲を高めることができた。 

 ・児童の家庭学習の様子を客観的に捉え，指導に生かすことができた。 

◆ 児童が学習や生活の実態を自覚し，自己の学習習慣の改善を図るため，全学年及び保

護者に対して，Forms を使って定期的にアンケートを実施した。 

（参考：早稲田大教職大学院 田中博之教授の研究を参考に，同意を得て実施） 

 

 

①  家庭学習アンケート 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 児童の個別最適な学習を目指し，３年生以上において AI ドリル（すららネット）を

導入した。学習単元に取り組むと自動的に自分の課題が分かり，その克服に向けた学

習ができた。授業では，補充的な学習や発展的な学習として活用した。また家庭学習

では主に自主学習として活用した。 

◆ 全学年で授業の基本的な学習過程について統一した。また，教室前方に学習過程を掲

示し，児童に授業の流れの見通しをもたせ，学習への安心感や主体性をもたせた。 

 ②  AI ドリル（すららネット）活用 

 ③  共通の学習過程の掲示 

ガイドより，学習の見通しをたてている。 UD の観点からの
色づかい 

「すららドリル」の一場面 自主的に「すららドリル」に取り組む児童 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆「立腰」とは，「腰骨を立てる」姿勢を常時保つこと。児童の姿勢改善，姿勢改善によ

る精神力の向上や集中力を高めるため，朝の時間に立腰タイムを実施している。 

 ④ 立腰タイム 

 ⑤  ビジョントレーニング 

◆１人１台端末等の ICT 機器を活用する機会が増えるに伴い，視力の低下に対する懸念

がある。そこで，午後の授業開始前に，視力の向上，回復を図る「ビジョントレーニ

ング」の時間を設定した。立腰同様，授業前の取組が精神を落ち着かせ，授業に集中

することのできる状態を作ることにつながっている。 

音楽（放送）に合わせて以下の内容を実践 

１．両手の親指を立て，手を左右に広げ，親指の爪

を左右交互に見る（頭は動かさず眼だけで）。 

２．上下に広げて同様に見る。 

３．片手を左右に動かし，目で追う。 

４．同様に上下，斜めと動かす。 

５．片手で円を描きその親指を目で追う。 

６．前後（近遠）に動かし，視点を合わせる。 

（約１分間） 

【両眼スキルアップ研究所所長 中村尚広氏 提唱】 

音楽（放送）に合わせて

以下の内容を実践 
 

１．目を閉じて静かに 

２．頭の先から引っ張られ

るように 

３．足の裏を地につけ 

４．腰を立てる 

 

（約１分間） 



 

 

 目 的  保護者へ「学びに向かう力」の大切さを伝え，学校内外で同じ方向 

 を向いて児童をサポートしながら「学ぶことが好き」な児童を育む。       
 
 方 法  保護者へ『家庭学習について』及び『家庭学習のすすめ』という  

     2種類の啓発プリントを発行し，実践する。              
 
 内 容  （※プリントの詳細は「Ⅳ 資料」よりご覧いただけます） 
 

 プリント①『家庭学習について』… 家庭学習の考え方を説明 

      ・宿題 ⇒ 家庭学習へ 

      ・なぜ「学びに向かう力・自ら学ぶ力」が必要なのか？ 

      ・もともと人は「学ぶ」ことが好き！ 

      ・学校での学習と家庭学習の「すみ分け（役割）」 
 

 プリント②『家庭学習のすすめ』… 家庭学習の具体的な方法を説明 

      ・予習と自主学習 

      ・保護者がチェック（学習チェックカード） 

      ・読書を楽しむ「楽読（らくどく）」 

 

 

 

 

 

 

１ 全員が同じ「家庭学習の課題（宿題）」… 低学年向き 

〇 最低限の学力保障，基本を身に付ける良さがある。 

〇 きちんと課題に「取り組む」という習慣や規律を身に付ける良さがある。 

▲ 児童の特性，習熟度などの差に対応できていない。 

▲ できるようになることではなく，「取り組む」ことが目的になる傾向がある。 
 

２ 各自が選択する「家庭学習の課題（宿題）」… 中～高学年向き 

      〇 自分に合った（必要な）学習をすることで自主性が育つ。 

      〇 「できるようになる」ことを目的に学ぶことができる。 

      ▲ 自分にどんな学習が必要か，メタ認知力が必要。 

      ▲ 自主性，自律性の高まりや学び方を知らないと，できない（しない）傾向にある。 
 

３ 自主学習（＝自由学習）… 自分の興味がある内容に取り組む（児童の特性を生かす） 

 ⑥ 家庭学習・保護者への啓発 



 

 

 目 的  働き方改革の中で，職員の負担感を減らし，かつ指導力向上を目指

す。                               
 
 方 法  学習指導案の簡略化及び職員間のスキルアップ OJTを行う。   
 
 内 容  （※校内用指導案のテンプレートは「Ⅳ 資料」よりご覧いただけます） 
  

① 学習指導案の簡略化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 講師招へいによる授業改善研修 

長崎大学附属小学校教育支援事業を利用し，講師を 

招いての授業改善研修を実施した。 

・林 龍一郎先生による 6 年 2 組飛び込み授業 

・松尾 勇哉先生による算数科指導理論の講義 

 

③ OJT研修での職員のスキルアップ 

ICT 活用について，職員間でスキルアップのミニ研修を重ね，活用力を高めた。 

 ⑦  校内研修・OJT 

・ 校内研修の授業公開では，指導案の作成は

「本時の展開」にしぼり，A4 用紙１枚に収

まる型とした。 

 

・ 指導案作成より，授業そのものと，実践後

のリフレクションを重視し，同学年で同じ

ものを使用したり，何度でも手軽に授業実

践を参観したりできるようにした。 

 

・ 研究目的に合わせて，部分のみを見せ合う

ことも可能とした（自学級を 1 時間全て自

習とせず気軽に見ることができるようにな

った）。 



 

 

子どもの学びの活性化から生まれた 学びを楽しむ取組 

『 江上小学校 楽しく学ぼう大作戦！』 
 
本研究の取組を通して，児童は日々，自分の学びに向き合ってきた。「今日の授業が楽し

みだな。」「計算が早くできるようになってきた。」「家庭学習で家の人がほめてくれた！」な

ど，聞こえてくる言葉から，家庭学習が児童の生活の中に溶け込んでいること，家庭での学

びが授業へつながっていることを感じた。 

 

 本校の運営委員会では「学校をよりよくする取組」について話し合い，全校児童で何がで

きるかを考えている。その中でこんな意見が出た。 

「家庭学習をみんながんばっている。楽しく家庭学習に取り組めたり，家庭学習をがんばろ

うという気持ちを高めたりするために何かできないかな。」 

 そこで，児童は全校で取り組める企画「楽しく学ぼう大作戦！」を考えた。 
 

取組① 縦割り班でがんばりを見つけよう！『 家庭学習グランプリ 』 

＜内容＞ 

縦割り班で家庭学習の成果を認め合い，全校で共有する取組。 
 
① 家庭学習チェックカードや家庭学習で取り組んだ成果物を持ち寄り，互いのよいところをたくさん見つける。 

② いいと思ったところに花丸を書く。 

    例：毎日読書に取り組んでいる，様々な種類の本を読んでいる，日記がしっかり書けている，家庭学習ノート

に復習ができている，字を丁寧に書いているなど・・・ 

③ 家庭学習チェックカードまたは成果物に一番多く花丸をもらった人が縦割り班のグランプリとする。 

④ グランプリになった児童のチェックカードや成果物を写真に撮り，児童玄関に貼る。 

⑤ グランプリ作品を見て，自分の家庭学習を見直したり，次回のチャレンジへの意欲としたりする。 

 

取組② 頑張るともらえる『 江上ポイントを集めよう！』 

＜内容＞ 

・家庭学習を頑張るとポイントがたまり，頑張りが可視化できる。 

・発達段階に応じて重点目標を決めている。 

 

 

 

 

<低学年> 

「めざせ！ どくしょ王！」 

★１日５分～１５分読書をすると 

ポイントがもらえる。 

★ポイントを集めたら５さつ貸出 

チケットがもらえる。 

★最も読書した 「どくしょ王」を 

決める。 

＜中学年＞ 

「やるぞ！教室コンプリート」 

★先生から出された家庭学習の課題に取り

組みスタンプをもらう。 

★全て達成した人数が９０％を超えた週は教

室のアイテムをひとつもらえる。 

★教室の外枠，黒板，まど，机，いす，ランドセ

ルの６つのアイテムが揃うとコンプリート。 

★コンプリートした学級は掲示板でお知らせ

する。 

＜高学年＞ 

「K G プロジェクト」 

（高学年・学習）／（家庭学習・がんばる） 

★家庭学習をがんばるとポイントがもらえる。 

★ポイントによってブロンズチケット，シルバー

チケット，ゴールドチケットがもらえる。 

★クラスの人数で合計1000ポイント集めると

さらに学級にレインボーチケットがもらえる。 

 ⑧ 児童会活動 



 

 

 

目 的  育友会員同士で協力し合いながら児童の学びに向かう力の向上を支
える。                              

 
 方 法  １ 保護者が企画し，自主的に育友会活動に取り組む。       
     ２ 地域人材を積極的に活用する。                   
 
 内 容   

 

今年度より育友会組織を自主的な参加によって運営す 

る組織へと大きく舵を切ることで，保護者の主体的な取組が

見られた。その中で学校の課題の解決や，児童の科学的な興

味関心を高めようと，保護者が主体的・積極的に児童の学び

の充実に取り組んでいる。 

【夏休み子供科学教室】 

・令和４年度・５年度と夏季休業中に佐世保高等専門学

校より横山温和先生を招いての科学教室 

【着衣水泳と水難事故防止安全教室】 

  ・海上保安庁の協力を得ての着衣水泳と水難事故防止 

の安全教室 

 【読書ボランティアによる読書活動の推進】 

  ・読み聞かせ活動，図書室の環境整備，卒業を祝うプロジェクト，行事イベント 

 【ゲストティーチャー（GT）として授業に参加】 

・江上文旦の栽培や米作り，サツマイモの栽培など，地域の特色を生かした教育活動 

 

（効果） 

・児童は実験や体験活動によって学び本来の面白さを体験し，探究力を高め，夏休み作

品の自由研究等に反映させることができた。 

・児童の安心感が高まり，保護者，地域，児童の愛校心を培うことができた。 

 ⑨ 育友会の取組・地域の関わり 

夏休み科学教室の様子 




















